
 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの行動をチェック！ 

勉強できる子のママがやっていること 

 

 

 

「日本の子どもたちは、数学力が世界のトップ」 

これが、かつての共通認識でした。 

 

今は･･･まったく違っています。 

 

多くのアジア諸国に抜かれ、２ケタ代のレベルに

まで下がってきています。 

 

学校教育では、「ゆとり教育」が導入されて、カ

リキュラム自体がとても緩やかなものになって

います。 

 

さらに「勉強時間」の調査では、学校外での学習

時間が年々減ってきて、いまや世界最低水準にな

ってしまったのです。 

 

家で勉強しない代わりに学習塾へ行っているの

かというと、そういうわけでもありません。学習

塾の利用状況のデータによると、学習塾の利用状

況は年々減少傾向にあります。 

 

気がついたら、日本は子どもたちが最も勉強をし

ない国になってしまっていたということです。 

 

学校の授業時間は減る、家では勉強しない、塾に

も行かない・・・ 

 

これでは、学力低下も当然のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「少しでも勉強ができる子になって欲しい･･･」

これは、すべての親御さんに共通の気持ちだと思

います。 

 

● エジソンの母 

 

発明王で有名なエジソンですが、実は学校へ行か

なかったということでも有名です。 

 

しかし、エジソンが勉強をしていなかったのかと

いうとそういうわけではありません。 

 

エジソンは、お母さんから学校の勉強やその他い

ろいろなことを教えてもらっていたのです。 

 

お母さんに勉強を教えてもらい、自分でも努力を

した結果、あれだけの数多くの偉大な発明が生ま

れました。 

 

本当は、エジソンに限らず、小さな子どもにとっ

て一番良い先生になれるのは、“親”なのです。 

 

言葉も世の中のルールも、みなお母さん、お父さ

んから教えてもらえば、素直に受け入れることが

できるはずです。 

 

そして、このときに何を教えてもらうかによって、

子どもの成長は変わって行きます。 

 

学校に入る頃になると、教育は学校の先生という

イメージが強くなりますが、それでも、本質的に

は家庭での先生である親の役割が終わるわけで

勉強できる子のママがやっていること 

「孟母三遷」という故事をご存知ですか？ 

中国の思想家孟子の母親が、教育のために住居を３度も遷ったことに由来する故事です。 

現代では、「教育には環境が大切である」という意味で使われています。 

子育てには親御さんの意思と手助けが必要不可欠です。 

勉強ができると言われる子ども達のお母さんがしていることをいっしょに見ていきましょう。 

第１回 



はありません。 

 

大人になっても一緒のことで、いつまで経っても

“親は親”ではないでしょうか。 

 

親が子どもに何を教えるかということは、子ども

が何歳になっても重要なことなのです。 

 

● お母さんのチェックリスト 

 

勉強ができると言われるお母さんたちが実践し

ていることをリストにしたものです。 

 

これを元に、まずはあなたの行動をチェックして

みてください。 

 

◆ 小学校入学前 

 

□ 「字」に対する興味を持たせている 

□ 絵本を読み聞かせている 

□ 読めるようになってから、書く練習をはじめ

ている 

□ テレビと同じだけ絵本を読んであげている 

□ 勉強の時には絶対に叱らない 

□ 小学校の勉強を教えてあげている 

□ 九九を教えてあげている 

 

◆ 小学校入学後 

 

□ 教科書の勉強を手伝ってあげている 

□ 授業をちゃんと聞くように教えている 

□ 学校であったことを話させている 

□ 自分の子どもにあった教材を探している 

□ 書き取り練習を何度もさせている 

□ ドリルを使って記憶を定着させている 

□ いっしょに本の音読をしている 

□ 九九を１日でも早く覚えさせている 

□ 計算を積極的にやらせている 

□ 図鑑の見方を教えてあげている 

□ 知っている昔話を聞かせてあげている 

 

◆ 小学校高学年 

 

□ 「結果を出す」勉強を意識させている 

□ 学習塾に通わせている 

□ 補習塾があることを知っている 

□ 塾の選び方のポイントが分かる 

□ 塾の復習をきちんとやらせている 

□ 努力する習慣を身につけさせている 

□ 分からないことは調べる習慣をつけている 

□ テレビ、新聞、マンガなどで、社会や歴史に

対する関心を持たせている 

□ 理科を嫌いにさせないようにしている 

□ お母さんが積極的にサポートしている 

 

◆ 褒め方・叱り方・諭し方 

 

□ 褒めて褒めて褒めまくっている 

□ 悪いときには叱っている 

□ なぜ良いことなのか、なぜいけないことなの

か、きちんと理解させている 

□ 子どもの反省度合いを見てから叱っている 

□ 叱ることと虐待は違うと思う 

□ ウソをついたら叱っている 

□ 本音と建前の違いを分からせる努力をして

いる 

□ 親としての揺るぎない価値観を持っている 

□ 何でもやり遂げるまで面倒を見てあげる 

 

 

いかがでしょうか？ 

あなたはいくつチェックがつきましたか？ 

 

勉強ができる子のママたちがいったいどんなこ

とをしていて、それにはどんな意味があるのか。 

 

これから、少しずつお話していきますので、楽し

みにしていてください。 

 

お読みいただき、ありがとうございました。 


